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1　 は じめに

　前報まで に引き続い て 、ア ン リ ・マ チス の作品に

用 い られて い る色彩にみ られる経年変化の 特徴を分

析する 。

　 マ チ ス は、「私は色で デ ッ サ ン する 」 「私 に と っ て

色彩 の 表現的な側面は純粋に本能的な意味で大事で

す」 などと色彩へ の 強い こだわ りを語 っ て い る。そ

して 批評家たちも 「色彩の 画家」 「フ ォ ル ムか ら色彩
の 解放 」 「生涯 にわた っ て 、色彩へ の 関心を一刻も失
う こ と は なか っ た 1 などとマ チス におけ る色彩の 比

重 の 大きさを擣摘して い る 。 前 2 報では、彼の 油絵

に用 い られて い る色彩を経年的に 測色 した結果か ら、

生涯 にわ た っ て多少 の 曲折は ある もの の 、かな り単

純な
一

定方向へ の変化の存在 を指摘 した 。 高彩度化

と、NCS を念頭にお い て の 基本色 へ の 収斂な どであ

る 。

　前報で は と り あ げた作品の 数が少なか っ た ので、

本報で は作品数を増や して変遷の 特徴を確認する 。
また、前報では生涯 を 6 期に分けて 分析 したが、本

報ではそ の うち第 1期 と第 2 期 とにあた る 初期の 変

化を と りあげた 。

確認 された 。 また、使用色の 時系列変化がか な り

大 きい こ とも知 られた。そ こで 、使用色を PCCS
の 12色相各 10 トー

ン の 有彩色 120色、無彩色 9
色の 計 129色に分類 した。分析の 対象は 、用い ら

れ る色の 種類の み で あ り、面積や配置関係は と り

あげて い な い。

3　結果 と考察

　 こ こで とりあ げた期間は、44歳 まで の 激変の時代

で あ る 。 美術に志 しモ ロ
ー

に学び、印象派 に感動 し、

サ ロ ン ・ド
ー

トン ヌ の 第 1 回展に参加 し、新印象派
の 技法を試 み 、「フ ォ

ーヴ」 と呼 ばれ，やがて ニ ュ
ー

ヨ ー
ク、モス クワ、ベ ル リンな どで個展 を開催、な

ど。

　3 − 1　 トーン か らみた変遷の特徴

　 こ の 時期 にお ける使用色の変化は トーン におい て

特徴的で ある。vivid
・bright・deep な ど の 高彩度色

が期を追 っ て増加 し、pale
・light　grayish・grayishな

どの 低彩度色が減少す る （図 1）。 1 期〜3 期 と い う

前半期にお い て 既に高彩度化が顕著 に認め られるわ

けで ある 。た だ、こ の傾向は集中か ら多様化 へ の 過

程 とみ る こ ともで きる。1期で は使用色が pale・light

grayishな どに集中し、　vivid ・brighい deep などの ト
ー

ン は少な い。しか し、3 期で は全て の ト
ー

ンがか

な り均等 に用い られて い る。

2　方法

　画集 に収録 され て い る マ チス の 油画 の 色を測色

した。

　（1） 対象作品　Elderfield．J （編）：Henri・Matisse，
Tha 　mes 　and 　Hudson （1992）を対象と し た。同書で

は 生涯 を 7 期 に分け て い るが 、こ こ で は第 1 期

　（1869〜 1905）、第 2 期（1905〜1907）、第 3 期 （1908
〜1913 ） をと りあ げた 。対象作品数はそ れ ぞれ 、

15 点、41 点、45 点の 計 101 点で あ る。いずれ も、

1 頁以上の 大 き さ で 収録されて い る油画 で あ る。

　（2） 測色　前報 に お い て 、諸画集にお ける 色再

現の 一致度は ごく
一一・

部 を除い てか な り高 い こ とが
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　また 、あえて用 い られ方を図的 と地的とに区分し

て み る と、1期で は pale
・light　grayishな ど明 る い色

を地 と し て 用い て い る作品がお よそ 50 ％を占め て い

る 。 こ れ に対 して第 3 期に至ると、vivid
・bright・deep

な ど高彩度の 色が地的に用い られ る よ うになる。
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ー

ン別出現率

　3 − 2　色相か らみた変遷の特徴

　ト
ー

ンに比べ て 、色相と い う視点で みた 場合の 特

徴は鮮明で な い 。これ は、使用色の 分布、1期か ら 3

期 へ の 変化の 両面か ら指摘で きる。使用 色は、い ず

れ の 期 に お い て も全色相にかなり均等に分布して い

る 。 あえ て い え ば、gB，　P，　RP，　R の 出現率は低い。

　時 系列変化 も大 きくはない わけで あるが、ある 程

度 の 規則性を読み取る こ とはで きる。図 2 には色相

ごとに、1 期と 3 期 との増減を示 し た。 3 期に至 っ て

増加する色相は、R ・
10 ，

　G 系，　V の 3系統で あ り、

Y 系，gB
・B 系，　 P 系は減少して い る。また図 3 に

は、bright・vivid
・decpの 高彩度 ト

ー
ン に つ い て 、2

期と 3 期との 間で の 増減を示 した。両者 を比較する

と次の 点が推測 され る 。 高彩度 ト
ー

ン にお ける R 、

Y 、V の 増加は 、前報で 指摘した マ チス の 晩期にお

け る エ レ メ ン タ リ
ーカラ

ー
へ の 収斂の萌芽 とみ てよ

い の で はなか ろ うか。その場合、B で はな く V が増

加 して い る 点は、マ チ ス の ブル
ーが マ ン セル 系で い

えば B で はな く PB の 範囲 に収斂 して い る と こ ろ と

も
一
致 して い る。エ レ メ ンタ リ

ー
カ ラ

ー
か ら考えれ

ば、G 系が増加 して い な い 点が例外 となる 。こ の点

につ い ては、図 2 に お ける G 系の増加 と併せ て 理解

すべ きではなか ろ うか 。1 期 2 期 3 期と、G 系は増

加 して い る 。 しか しそれ は、高彩度 ト
ー

ン で はなく

dark・dullなど中彩度 の ト
ーン が主 で あ る。マ チス は

晩期に 至 っ て もグリ
ーン系で は特定の 1 点へ の 収斂

は み られ な い。こ こ で と りあげた時期は、G 系にお

ける ト
ーン の 模索の 時期で あるか も知れな い。

　 3− 3 無彩色 ・ピ ン ク ・ブラウン

　黒は 1 期 2 期で 3 である 。 ピ ン クとブラウ ン とは

そ れぞれ 7％前後で ％、3期で 4％、白は い ずれの 期

にお い て も 1％程度 目立 っ た変動はない 。

　 4　 ま とめ

　マ チス の 油画 に おける使用色につ いて、1913年 ま

で を 3 期に分けて 考察 した結果か ら、次の点が指摘

で きそ うで ある 。

　（1） こ の 時期には、トーン の 変化に特徴がみ られ、

使用 色の 種類が高彩度化 を始めて い る。

　（2） 色相の 変化は少な い が、エ レメ ンタリ
ー

カ ラ

ーの うち赤 ・黄 ・青へ の 収斂の萌芽はみ られる。

　（3） 前報のデータか らは 、 マ チス の 色彩に基本色

カテ ゴ リ
ーが支配する時期が存在する の ではない か 、

と見込まれた 。 しか し、今回 とりあげた期間で は確

認で きなか っ た 。 灰は殆 ど使用 されない が 、 ピ ン ク、

ブラウン はあ る程度の 割合で使用され て い た。
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図 3　高彩度 トーン の 増減
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